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８ 子牛の Mannheimia haemolytica 血清型 2 型による壊死 

  性線維素性胸膜肺炎の一症例 
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Ⅰ はじめに 

 Mannheimia haemolytica（Mh）は、牛パスツレラ（マンヘミア）症の原因菌の一つで

あり、牛に呼吸器症状をひきおこす。本症は、年間を通じて発生が認められ、飼育環境・

気候の急変、長距離輸送等のストレスが加わったときに発生することが多い。血清型は

莢膜抗原の違いにより 12 種類に分類される。国内の分離株は、血清型 1 型の分離割合

が高く、次いで 6 型、2 型、型別不能の順 1）であり、県内では血清型 1 型、6 型、型別

不能の順 2）で、2 型は分離されていない（図 1）。なお、県内のデータは、平成元年から

25 年に呼吸器症状を呈した 42 頭の牛の肺または鼻腔スワブから分離された株について

示した。血清型 2 型は、1 型及び 6 型と比較すると牛に対する病原性は弱い、又は、な

いと報告されている 1）が、今回、子牛が血清型 2 型による肺炎を発症し、死亡した事例

に遭遇したので報告する。 

 

図 1 Mh の血清型別分離割合 
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Ⅱ 発生概要 

 搾乳牛 130 頭、育成牛 5 頭、子牛 15 頭を飼養する農場において、平成 30 年 4 月 5 日

に出生した子牛が、翌 6 日に初乳を摂取した際に誤嚥した。7 日に起立不能となり、8

日には肺雑音が聴取され、体温は 37.4℃であった。管理獣医師により、アンピシリン、

ネオアス注射液（東亜薬品工業株式会社）、バナミン注射液 5％（DS ファーマアニマル

ヘルス株式会社）を含む酢酸リンゲルの補液が行われたが、9 日朝に死亡が確認された。 

 

Ⅲ 材料及び方法 

１ 材料 

   死体 1 検体を病性鑑定に供した。 

２ 方法 

 （１）病理学的検査 

 病理解剖を実施した後、10％中性緩衝ホルマリン液に浸漬した 5 臓器について、

病理組織学的検査を実施した。病理組織学的検査では、5 臓器を材料にヘマトキシ

リン・エオジン（HE）染色での一般染色、肺を材料にグラム染色、リンタングステ

ン酸・ヘマトキシリン（PTAH）染色、過ヨウ素酸シッフ反応（PAS）を実施した。さ

らに、肺について、家兎抗 Mh 血清型 2 型抗体及び家兎抗 Actinobacillus suis（As）

抗体（動物衛生研究部門）を用いた免疫組織化学的検査を行った。 

 （２）細菌学的検査 

 5 臓器及び胸水を材料として、5％羊血液加コロンビア寒天培地（5％CO248 時間培

養）及び DHL 寒天培地（好気 24 時間培養）で分離培養を行った。分離菌について、

コロニー形状の観察、グラム染色、カタラーゼ試験、オキシダーゼ試験、簡易同定

キット（アピ 20NE（シスメックス・ビオメリュー株式会社）及び ID テスト HN-20

ラピッド（日水製薬株式会社））を用いて同定を実施した。さらに、Mh 様菌につい

て、Alexander らが報告した Mannheimia 属菌同定用 Multiplex PCR 法 3)、PCR で増

幅した 16S rRNA 遺伝子の塩基配列を決定し、EzBioCloud 及び NCBI BLAST tool

で相同性検索を行った。また、スライド凝集法による血清型別を行った。

Actinobacillus 属様菌について、Mh と同様に 16S rRNA 遺伝子解析を実施し、さら

に、PCR で増幅したハウスキーピング遺伝子 recN、rpoB、infB の塩基配列を決定し、

NCBI BLAST tool で相同性検索を行った。 

 （３）ウイルス学的検査 

 肺を材料に作製した乳剤を用いて、牛 RS ウイルス 4)、牛パラインフルエンザウイ

ルス 3 型 5)、牛コロナウイルス 6)、牛伝染性鼻気管炎ウイルス 7)について遺伝子検

査を行った。 
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Ⅳ 検査成績 

 １ 病理学的検査 

  （１）剖検所見 

 胸腔には混濁した暗赤色の胸水が重度に貯留していた。肺は全体が水腫様で、左

右前葉、中葉、副葉は暗赤色で硬結感があり、表面には線維素の付着がみられた（図

2）。肺門リンパ節は腫脹し、心嚢には線維素が付着していた（表 1）。 

 

 

図 2 剖検所見 

 

表 1 剖検所見 

部　　位 所　　　　　　見

出生日・性別 雄
死殺の別 斃死
外　貌 著変なし

皮下組織 著変なし
腹　腔 著変なし
胸　腔 胸水重度貯留（暗赤色混濁）
肝　臓 脆弱、割面黄褐色
脾　臓 著変なし
腎　臓 脆弱
心　臓 心嚢に線維素、ゼリー状物付着

右前葉、中葉、後葉頭側、副葉：暗赤色、硬結感あり、表面に線維素付着
左前葉、後葉頭側：暗赤色、硬結感あり、表面に線維素付着
肺門リンパ節：腫脹、暗赤色

消化器系 胃～直腸：著変なし
その他 胸腺：著変なし

肺
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（２）病理組織学的検査 

 肺において、出血、凝固壊死巣が多発し、壊死巣は燕麦様細胞に包囲されていた

（図 3）。周囲の細気管支及び肺胞腔内には、好中球、剥離細胞、漿液が充満してい

た。中小動脈の血管壁ではフィブリノイド変性がみられ（図 4）、小葉間結合組織や

肺胸膜は水腫性に拡張し、炎症細胞浸潤を伴っていた（図 5）。PTAH 染色では、壊死

巣周囲や肺胸膜が濃青色に染色され、線維素の析出が確認された。PAS 反応では、

真菌は認められなかった。グラム染色を実施したところ、肺胞腔に炎症細胞と混在

してグラム陰性菌が多数観察された。肺の免疫組織化学的検査では、壊死巣周囲に

浸潤している燕麦様細胞の周囲、重度の壊死及び炎症がみられた血管の血管壁、胸

膜の線維素性壊死性病変に抗 Mh 血清型 2 型抗体に対する陽性反応が認められた（図

3、4、5）が、抗 As 抗体に対する陽性反応は認められなかった。その他の臓器に著

変は認められなかった（表 2）。 

 

 

表 2 病理組織学的検査成績（HE 染色） 

部　　位 組　　織　　変　　化 №１

死後変化 ＋＋
胆汁栓 ＋

脾　臓 死後変化 ＋
腎　臓 死後変化 ＋＋＋

死後変化 ＋＋
左心室：内膜うっ血 ＋
死後変化 ＋＋
肺胸膜：拡張、水腫、出血、線維素析出、好中球、リンパ球、マクロファージ浸潤、細胞退廃物貯留 ＋＋＋
小葉間結合組織：拡張、水腫、出血、線維素析出、好中球、リンパ球、マクロファージ浸潤、細胞退廃物貯留 ＋＋＋
気管支：腔内に好中球浸潤、細胞退廃物貯留、周囲に水腫 ＋＋
肺胞：凝固壊死、燕麦様細胞、好中球浸潤、細胞退廃物、漿液貯留、線維素析出 ＋＋＋
肺動脈(小血管）：血管壁水腫、好中球浸潤、フィブリノイド変性 ＋＋＋
　　 　　　　　　　　：血栓 ＋
肺門リンパ節：死後変化、辺縁洞に出血、うっ血、好中球浸潤 ＋＋

その他 気管：死後変化 ＋＋＋

肝　臓

心　臓

肺

 

＋：軽度、＋＋：中等度、＋＋＋：重度 
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図 3 肺 燕麦様細胞に包囲された壊死巣 

 左側は HE 染色像、右側は同部位の家兎抗 Mh 血清型 2 型抗体を用いた免疫組織化学的

検査像を示す（陽性反応は赤褐色部分） 

 

 

図 4 肺 壊死性血管炎 

 左側は HE 染色像、右側は同部位の家兎抗 Mh 血清型 2 型抗体を用いた免疫組織化学的

検査像を示す（陽性反応は赤褐色部分） 

 

 

図 5 肺 線維素性胸膜炎 

 左側は HE 染色像、右側は同部位の家兎抗 Mh 血清型 2 型抗体を用いた免疫組織化学的

検査像を示す（陽性反応は赤褐色部分） 
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２ 細菌学的検査 

  肺、心臓、胸水から 2 種類のグラム陰性桿菌が分離され（表 3）、それぞれ Mh 及

び Actinobacillus 属菌と推定された（表 4）。 

  分離菌 1 は、PCR、16S rRNA 遺伝子解析、スライド凝集法により Mh 血清型 2 型と

同定された。 

  分離菌 2 について 16S rRNA の遺伝子解析を実施した。 98.7～ 99％以上の

相同性がある場合、同一菌種の可能性が高いと考えられているが、

EzBioCloud による各菌種の基準株との相同性検索の結果、 98.7％以上の

相同性を示す菌種が As を含め複数あった。さらに、NCBI BLAST tool を用い

て、各菌種の基準株及び基準株以外の株との相同性検索を行ったところ、ウサギ

（ R80 株）由来の As、ノウサギ（J3-241 株）由来の As の順に高い相同性を示し、

98.7％以上の菌種が他に複数あった。以上から、 16S rRNA 遺伝子解析で

は菌種同定に至らなかった。そこで、ハウスキーピング遺伝子の相同性検索を

実施したところ、分離菌 2 の recN は、豚、ウサギ、ノウサギ由来の As とは 99.1%

以上の相同性を示した。既報では、recN の相同性（SIrecN）からゲノム全体の相

同性（ SIgenome）の推定が可能 8）であり、SIgenome 値が約 0.85 以上あれば同一

菌種とされている 9）。計算した結果、As に対しての SIgenome 値は 0.948～0.93、

その他の菌種は 0.769 以下であった。また、rpoB の塩基配列は、ウサギ及びノウ

サギ由来の Asと同一であり、次いで豚由来の Asとは 98.1%の相同性を示した。infB

の塩基配列は、ウサギ由来の As と最も高い相同性を示した。以上の検査から、分

離菌 2 は As と同定された。 

  

表 3 細菌分離成績 

分離菌 肝 脾 腎 心 右肺 左肺 胸水

1 － － － ＋ ＋＋＋ ＋ ＋＋＋

2 － － － ＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋
 

 

表 4 分離菌の性状及び簡易同定キットによる検査成績 

分離菌 コロニー像 グラム染色像
カタラーゼ

試験
オキシダーゼ

試験
簡易同定キットのプロファイル 推定される菌種

IDテスト：7117773
20NE：1620004（24時間培養） Actinobacillus属菌
　　　 ：1660004（48時間培養）

グラム陰性
短桿菌

1 ＋ ＋ IDテスト：7007392 Mh

2 － ＋
やや黄灰色

溶血なし
グラム陰性

小桿菌

正円、白色
溶血あり
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３ ウイルス学的検査 

 すべて陰性であった。 

 

Ⅴ まとめと考察 

 本症例はパスツレラ（マンヘミア）症と診断された。病理組織学的検査において、壊

死性線維素性胸膜肺炎がみられ、Mh 血清型 1 型及び 6 型による肺炎の所見 10)と同様であ

った。Mh 血清型 2 型は病原性が弱いとされている 1)が、他県においても 3 日齢の子牛の

臍帯炎に起因する腹膜炎の事例が報告されている 11)。本症例は、幼弱であったことや、

初乳を誤嚥したことが要因となり、肺炎を発症したと推察された。 

本症例から分離された As について、マンニット陽性であることや、16SrRNA 遺伝子

の塩基配列解析の成績から、豚由来の As よりもウサギおよびノウサギ由来の As に類

似した系統の As に近い株であると推察された。As は豚の扁桃や上部気道に常在してお

り、日和見感染や垂直感染により、主に子豚に敗血症、漿膜炎、心内膜炎、関節炎等

をひきおこす 12)。これまで As が牛から分離された報告はなく、本菌が死亡した牛の肺

から有意に分離されたことは稀な事例と考えられた。しかし、免疫組織化学的検査にお

いて、肺の病変部に抗 As 抗体に対する陽性反応は確認されなかった。As の肺炎への関

与の程度や牛に対する病原性について明らかにするために、今後、今回とは異なる抗 As

抗体を用いた免疫組織化学的検査等の追加検査が必要である。 
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